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1.はじめに 

屋根材の下面に施工される屋根下葺き材の主な劣化要

因は熱であり、加熱促進試験による評価が有効でないか

と考え、「屋根下葺き材の性能評価方法に関する研究その

2」（2010 年度）で報告した。また、促進試験との相関性

を検討するために前報（「木造住宅の屋根下葺き材の性能

評価方法に関する研究その 1 屋外暴露試験の概要」（2011

年度）で報告した屋外暴露を行っている。建築研究所の

暴露試験場で行っている屋外暴露の 3 年までの結果が出

たので促進試験と暴露試験の相関性について代表的な下

葺き材に絞って有益な情報が得られるかを検討した。 

2.試験 

2.1 サンプル 

サンプルは表 1 の下葺き材及び、下葺き材に使用して

いる上掛けアスファルトを離型紙に挟んで 1mm の板状に

したものを加熱促進試験、暴露試験に使用した。屋外暴

露状況を表 1 に示す。 

表 1 試験体及び暴露期間 

 

2.2 加熱促進条件 

60、70、80℃の恒温槽でサンプル同士が重ならないよ

うに表 3 の期間促進加熱を行った。 

表 2 加熱促進条件 

 

2.3 暴露試験体 

暴露台に施工した屋根材と下葺き材及び板状サンプル

を表 2 の試験期間暴露を行い、定期的に取り出している。 

表 3 暴露期間 

 

2.4 試験方法 

アスファルトは劣化により硬くなるので劣化指標とし

て針入度と耐折り曲げ性、釘穴シーリング性を選択した。

針入度は JIS K2207 石油アスファルト、耐折り曲げ性と釘

穴シーリング性は ARK-04
S に定められた試験方法で行っ

た。 

3.結果 

3.1 加熱処理後のアスファルトの性状 

加熱促進によるブローンアスファルト（アスファルト

ルーフィング 940）と改質アスファルト（改質アスファル

トルーフィング下葺き材）の針入度変化を図-1、図-2 に示

す。前報と同様に横軸に実験時間の平方根をとってプロ

ットした。温度が高いほど早い段階で針入度が小さく(硬

く)なる事が分かる。これはブローン、改質アスとも同じ

傾向である。下葺き材から削り出したサンプルは板状サ

ンプルとほぼ同様の変化を示すが、鉱物質粉末や埃など

を含むので針入度は板状サンプルのデータを用いた。 

 

図-1 熱劣化によるブローンアスファルトの針入度変化 
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図-2 熱劣化による改質アスファルトの針入度変化 

下葺き材の耐折り曲げを表 4 に釘穴シーリング性を表 5

に示す。改質アス下葺き材の方が耐折り曲げ、釘穴シー

リング性の低下が小さい事が確認できた。 

表 4 熱劣化による耐折り曲げ性の変化  ＜℃＞ 

 

表 5 熱劣化による釘穴シーリング性の変化＜個＞ 

 

3.2 屋外暴露試験結果 

板状サンプルの屋根材毎の屋外暴露による軟化点の変

化を図-3 に示す。3 年間の屋外暴露により針入度の低下が

見られるが改質アスは針入度が 15 程度有り十分な柔軟性

を保っている。 

 

図-3 屋外暴露 3 年経過後の針入度 

下葺き材の耐折り曲げ性、釘穴シーリング性を表 6 に

示す。硬くなる傾向にあり、耐折り曲げ温度は上昇して

いるが、改質アス下葺き材の釘穴シーリング性は初期性

能を保っている。 

表 6 屋外暴露 3 年経過後の耐折り曲げ、釘穴シーリング性 

 

3.3 まとめ 

加熱促進と屋外暴露を比較した場合、①針入度の低下、

②耐折り曲げ温度の上昇、③釘穴シーリング性の低下と

いう現象はほぼ同様の傾向を示すことが分かった。また、

改質アス下葺き材の方が釘穴シーリング性等の性能低下

は少ないという事が確認できた。 

4.考察及び今後の課題 

屋外暴露 3 年までの各サンプルの針入度のデータから

80℃の促進加熱と屋外暴露 3 年の経過時点の促進倍率は

図-4 のように推定される。屋根材の種類により促進倍率

が異なるのは熱履歴の影響があると思われる。アスファ

ルトにより異なる理由は熱劣化特性に起因するのか、よ

りデータを集め検討したい。 

 

図-4 屋外暴露試験と 80℃加熱処理試験との促進倍率 

現在までのところ暴露期間は 3 年間までで加熱促進試

験との相関関係を論じるには十分とは言えないものの、

針入度などの性能低下の傾向は一致している。今後、継

続して暴露試験のデータをとり、耐久性評価試験法の検

討をしていく予定である。 

(注)本研究は国立研究開発法人建築研究所とアスファルトルーフィン

グ工業会との共同研究｢木造住宅の屋根下葺き材の耐久性評価に関す

る研究｣の一環として実施したものである 
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